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第70号（２面）２０１０年11月３日


発行:調布九条の会｢憲法ひろば｣


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





****************************************************************











　◆･･沖縄の人々は素晴らしい！「一人ひとりが幸せになるために」何と良いことばでしょう。


本土の人間もこう考えれば、もっと行動できるぞ！と思いました。「若い人から年配者まで一つとなって行動する」と自主的に動き出したところが素晴らしく、羨ましい。自分の生活を見直し、周りに働きかけ、「親密圏」作ります。沖縄県知事選、応援しますよ。（上石原　鵜澤希伊子）


　◆･･「異質共同」のあり方、私たちのコミュニティ、社会で、今、早急に取り組んでいくべきであると考えます。（深大寺元町　市川幸子）


　◆･･基地を拡大・維持するために、日本政府は沖縄に「アメ」を与え続けて、日米政府の思うようなものにしてきたが、住民の生活はちっとも豊かになっていないと思います。自分たちのくらしは自分たちでよくするしかないのです。そのためには、歴史と事実を学ぶことと、比嘉先生のいわれた「私」を「公」につなげる日常的な活動を地道に続けることかな、と思いました。この学習会も、続けることに意味があると思います。いつもご苦労さまです。（小島町　関口暢子）


　◆･･調布市内で時世重要・重大、熱い、深い、「沖縄の講演会企画」をたてていただき 関係者の方々には感謝しています。調布市内のしかも近場で聴けたんですから非常によろこんでいます。比嘉靖氏が「伊波さんはステキ」とおっしゃた言葉が残り「比嘉先生もステキだな」と沖縄びいきの婆さんはおもいました。また「比嘉先生たちがいらっしゃるから伊波さんはだいじょうぶかな～」とも思いましたが、油断大敵、東京都民の一人ひとりも身を引き締めて、これからもそれぞれの立場で応援していきましょ～う。（仙川町　川原和代）�　◆･･名護市市長選と市議会選の勝利の裏には、厚い歴史があったことがよくわかった。それにしても「親密圏」で九条の話を出すのが一番難しいのはなぜか。九条が「せっぱ詰まった問題」として認識されていないからではないか。ということは、わたしたち自身が「切羽詰った問題」と捉えていないのでは。沖縄から日本を変えてもらおうと、虫のいいことを考えないで、沖縄県知事選をなんとかしなければ。比嘉さんのお話や会場からの発言で、なんとなく安心ムードが漂いましたが、「沖縄・日本から米軍基地をなくす草の根運動」の平山基生さんから今日来たメールでは、宗教団体も使った巧妙な切り崩しが行われているようで、楽観は禁物のようです。平山さんは普天間に「半居住」して、現地と本土の「温度差」を縮めようとしている方です。平山さんの署名用紙を会場に置いたのですが、わずか四名の方しか書いてくださらなくて、やはり「温度差」は大きい、とがっかりしました。（布田　石川康子）


　◆･･名護市で試練を経てきた「異質共同の民主主義」に深い感銘を受けました。「人は他者の『異質』に学び大きくなるのでは」との比嘉さんの思いは、「同円多心」という「九条の会」の心を通して理解できるような気がします。（多摩川　鈴木彰）





●第五七回例会（二〇一〇年十月三十一日）


 沖縄県知事選と県民の願い





　　＜11月は「東京９条まつり」で会いましょう＞


１１月１３日（土）　１１時～２０時


　東京・憲法まつり（実行委主催）於:大田区産業プラザPIO


�


　●協力券（1000円）は事務局に申し込んでください。
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比嘉靖さんは映像・画像を駆使して会場をワシづかみしました











◇お話し岩倉 博さん





｢異評･司馬遼太郎｣(草の根出版会)著者、元東京労連事務局長











